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まことの平和への道

《み 手 の な か で》

　　　　　　　

　
去
る
３
月
11
日
東
北
・
関
東
の
巨
大
地
震
に

よ
る
多
く
の
被
災
者
の
人
び
と
を
思
い
胸
の
痛

む
悲
し
み
の
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
国

内
、
外
国
か
ら
の
救
援
の
人
び
と
が
か
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
ホ
ッ
と
い
た
し
ま
し

た
。
救
援
の
人
び
と
も
皆
命
が
け
で

働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
様
子
が
様

ざ
ま
な
情
報
で
知
ら
さ
れ
無
事
に
働

き
が
で
き
ま
す
よ
う
に
と
毎
日
祈
り

続
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
毎
朝
、
聖
餐
式
の
中
で

「
主
の
平
和
」
と
唱
え
て
挨
拶
を

か
わ
し
て
お
り
ま
す
が
チ
ャ
ペ
ル

を
出
る
と
心
が
さ
わ
ぐ
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　
或
る
日
カ
ト
リ
ッ
ク
の
新
聞
の
中

に
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
こ
と
ば
を
読
み
、
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
の
深
い
霊
的
な
こ
と
ば
に
感
動
い
た
し
ま
し

た
。
御
存
知
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
沈

黙
の
実
は
祈
り
・
祈
り
の
実
は
信
仰
・
信
仰
の
実

は
愛
・
愛
の
実
は
奉
仕
・
奉
仕
の
実
は
平
和
」
と

書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
マ
ザ
ー
は
神
の
御
声
を

聞
い
て
、
は
じ
め
は
た
だ
一
人
で
貧
し
い
人
び
と

と
共
に
生
活
し
祈
り
つ
つ
愛
の
実
践
に
つ
と
め
ら

れ
た
体
験
を
通
し
て
の
こ
と
ば
が
語
ら

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

ば
は
私
の
心
に
深
く
つ
き
通
さ
れ
い
つ

ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
今
世
界
の
中
で
起
こ
っ
て
お
り
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
争
い
に
も
心
の
痛
み
を
覚

え
祈
り
の
う
ち
に
平
和
を
願
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ま
こ
と
の
平
和
は
主
イ
エ
ス

様
の
十
字
架
上
ま
で
苦
し
み
続
け
ら
れ

私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
愛
が

「
ま
こ
と
の
平
和
」
へ
の
道
で
あ
る
と

確
信
し
つ
つ
、
老
に
の
み
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
自
分
の
重
荷
を
背
負
っ
て
主
イ
エ
ス
に
従

っ
て
歩
む
こ
と
が
、
神
の
御
手
の
中
に
あ
っ
て
生

き
る
道
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ザ
レ
修
女
会
）

あ さ 子 修 女
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１０（日）大斎節第５主日

主教巡回　聖救主教

会（牧師任命式）
１１（月）貧困問題Ｐ

信仰と生活：子ども

聖歌
１２（火）銀座朝祷会

１３（水）聖職養成委員会

教役者幹事会
１４（木）エルサレム協働：女

性部会

財政委員会
信仰と生活委員会

１５（金）下町Ｇ牧師協議会

１７（日）復活前主日
主教巡回　千住基督

教会（牧師任命式）

教区合同堅信式
１８（月）聖職養成委員会

宣教協議準備委員会

１９（火）正平協運営委員会
２０（水）教役者レクイエム

人権委員会

２１（木）教役者会
聖木曜日礼拝

２２（金）受苦日礼拝

２３（土）聖土曜日礼拝

今週・来週 の 予定

４月１０日～２３日

◇
４
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
た
め
（
受
苦

日
４
・
22
）
▽
国
際
こ
ど
も
学
校
の

働
き
の
た
め
▽
在
日
外
国
人
人
権
問

題
の
た
め
▽
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー

ス
ホ
ー
ム
の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保

育
園
の
た
め

◇
堅
信
受
領

４
月
３
日
　
真
光
教
会

▽
河
辺
な
つ
み
（
真
光
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

３
月
22
日
　
宮
﨑
佳
代
子
（
75
）

　
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

３
月
23
日
　
津
田
　
礼
二
（
79
）神

田

３
月
24
日
　
福
島
　
芳
和
（
80
）池

袋

３
月
26
日
　
松
林
　
勝
夫
（
65
）池

袋

　
▽
教
区
合
同
堅
信
式
　
17
日
（
復

活
前
主
日
）
15
時
、
主
教
座
聖
堂
。

　
▽ 

教
役
者
会
聖
餐
式
　
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
を
覚
え
て
。
17
日
18

時
、
主
教
座
聖
堂
。
参
加
歓
迎
。

　
▽
銀
座
朝
祷
会
　
第
２
・
４
火
曜

７
時
半
、
12
日
・
26
日
。
喫
茶
室
ル

ノ
ア
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。
照
会
℡

０
４
２
（
７
９
６
）
１
４
９
８
。

　
▽
西
新
の
会
　
12
日
（
火
）
19
時

半
＝
聖
餐
式
・
聖
書
の
学
び
（
鈴
木

裕
二
司
祭
）
　
26
日
（
火
）
10
時
半

＝
聖
書
の
学
び
（
田
光
信
幸
司

祭
）
。
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
。

照
会
℡
03
（
３
９
５
１
）
５
０
１

０
・
目
白
聖
公
会
。

　
▽
月
島
聖
公
会
連
絡
方
法
　
電
話
番

号
＝
03
（
６
２
２
５
）
０
４
７
５
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
＝
03
（
６
２
２

５
）
０
４
７
６
。

　
▽
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
イ
ー
ス
タ
ー

号
　
教
区
・
日
曜
学
校
ス
タ
ッ
フ
連

絡
会
か
ら
本
日
発
行
、
配
布
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇
東
京
教
区
支
援
対
策
本
部
（
長
・

後
藤
務
財
政
委
員
長
）
を
設
置
　
本

部
内
支
援
物
資
補
給
部[

℡
０
９
０

（
１
２
６
４
）
７
３
５
３]

が
現
在
物

資
の
受
付
（
15
日
締
め
）
と
発
送
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
支
援
物
資
送
付

は
事
前
に
連
絡
を
。

◇
倉
澤
一
太
郎
新
執
事
誕
生
　
４
月

２
日
（
土
）
14
時
か
ら
聖
ア
ン
デ
レ

主
教
座
聖
堂
に
お
い
て
、
大
畑
喜
道

教
区
主
教
司
式
、
小
笠
原
忍
司
祭
説

教
で
、
執
事
按
手
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
同
師
の
出
身
教
会
、
ま
た
こ
れ

ま
で
の
勤
務
教
会
な
ど
関
係
者
多
数

が
臨
証
し
た
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
24
日
）

＊
宣
教
主
事
報
告
、
各
委
員
会
・
教

会
グ
ル
ー
プ
等
の
報
告
。

＊
４
月
か
ら
橋
本
克
也
司
祭
を
新
委

員
と
し
て
迎
え
る
。

＊
『
裸
足
の
宣
教
』
の
出
版
状
況
と

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
協
議
。
点
訳

版
を
作
成
し
て
い
る
。

＊ 

『
こ
ど
も
聖
歌
集
』
作
成
の
た
め

の
資
料
と
す
る
べ
く
全
国
の
聖
公
会

系
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
中
。

＊ 

「
こ
ど
も
の
聖
歌
を
歌
う
会
」
の

ポ
ス
タ
ー
案
を
作
成
。

　
▽
Ｂ
Ｓ
Ａ
研
修
バ
ス
ツ
ア
ー
　
横

浜
方
面
歴
史
探
索
。
27
日
（
水
）
９

時
、
川
崎
駅
東
口
集
合
（
雨
天
決

行)

。
４
千
円
（
昼
食
含
む
）
申
込
期

限
＝
12
日(
火)
。
照
会
・
申
込
℡
03

（
３
４
３
６
）
４
３
２
５
・
同
会
。

【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
７

▽
棕
櫚
の
十
字
架
作
り
　
・
10
日

（
日
）
聖
救
主
＝
日
曜
学
校
礼
拝
後

　
・
16
日
（
土
）
八
王
子
＝
13
時
。

◇
支
援
対
策
本
部
よ
り
◇

　
支
援
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
り
、

徐
々
に
活
動
を
開
始
し
始
め
ま
し

た
。
現
在
は
、
当
初
か
ら
の
支
援
物

資
活
動
を
継
続
す
る
と
共
に
管
区
対

策
本
部
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
活

動
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
、
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
他
教
区
分
も

含
め
約
８
ト
ン
の
支
援
物
資
を
お
送

り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

東
北
教
区
で
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

車
両
２
台
を
現
在
手
配
中
で
す
。
５
月

に
は
東
北
教
区
の
教
会
が
緊
急
事
態
の

中
で
礼
拝
が
守
れ
る
よ
う
に
聖
職
の
ご

協
力
も
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
区
の
皆
様
に
は
長
期
に
わ
た
り
募
金

を
始
め
様
々
な
ご
支
援
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
80

「
聖
公
会
東
京
３
１
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
チ
ー
ム
」
の
活
動

　
東
京
武
道
館
（
足
立
区
綾
瀬
）
に
、

大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
の
被
災

者
数
百
人
が
避
難
し
て
き
た
と
い
う
一

報
を
受
け
た
の
は
３
月
18
日
の
夜
で

し
た
。
翌
朝
、
野
宿
者
支
援
関
係
の
法

律
家
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
東
京
武
道
館

に
行
き
、
食
事
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
「
せ
め
て
温
か
い
一
食
を
」
と
い

う
思
い
で
、
炊
き
込
み
ご
飯
の
差
し

入
れ
を
即
決
し
、
当
日
３
０
０
食
を

作
っ
て
運
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
聖

公
会
東
京
３
１
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ

ー
ム
」
の
始
ま
り
で
し
た
。
翌
20
日

に
は
４
２
０
食
、
22
日
に
は
３
０
０

食
を
、
23
日
に
は
山
谷
の
数
団
体
共

同
の
炊
き
出
し
に
協
力
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
東
京
都
に
要
望
し
続
け
た

「
行
政
に
よ
る
３
食
の
提
供
」
は
、

24
日
に
実
現
、
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
法
律
家
を
中

心
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
と
す
ね
っ

と
（
東
京
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
）
」
と

も
連
携
し
て
お
り
、
炊
き
込
み
ご
飯

の
お
弁
当
は
、
各
種
制
度
や
法
律
相

談
な
ど
の
情
報
を
織
り
込
ん
だ
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
配

布
、
避
難
所
の
方
々
と
の
交
流
の
き

っ
か
け
作
り
な
ど
、
「
食
」
以
外
に

も
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
東
京
武
道
館
へ
の
食
事
の
差

し
入
れ
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
す

ね
っ
と
や
他
団
体
と
共
に
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
な
ど
の
避
難
所
も
含
め
、
中

長
期
支
援
を
検
討
中
で
す
。

　
ま
た
３
月
30
日
に
は
、
別
の
要
請

を
受
け
て
、
福
島
県
い
わ
き
市
中
心

部
の
避
難
所
に
温
か
い
豚
汁
４
０
０

食
を
運
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
こ
で

出
会
っ
た
地
元
の
青
年
の
要
請
に
応

え
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
に
置
か

れ
て
い
る
四
倉
地
域
の
避
難
所
に
も

行
き
、
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
に
行
っ
て
、
報
道
で
は
得
ら

れ
な
い
細
か
い
ニ
ー
ズ
を
知
っ
た
の

で
、
今
後
も
い
わ
き
市
で
の
支
援
活

動
を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
な
支
援
は
、
す
で
に
管
区
教

区
で
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
、
野
宿
者
支
援
活
動
で
培
っ
た

経
験
と
小
回
り
の
利
く
小
さ
さ
や
瞬
発

力
を
生
か
し
、
温
か
い
食
事
を
届
け
、

そ
の
時
必
要
な
「
も
の
」
「
こ
と
」
に

即
座
に
応
え
る
、
そ
ん
な
活
動
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
聖
公
会
東
京
３
１
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
」
　
　
　
　
　
　
楡 

原 

民 

佳

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


